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ザード・Zイジとそ人生の黄禽期
お待たせいたしました。2月に引き続き、編集委員が楽しく

人生を語る座談会に皆様をご招待(? )いたします。どうぞお

好きな飲み物をお手元に用意してゆったりと、はたまた、用事
あいあい

をしつつ耳を傾けて、編集委員の和気藷々としたトークをお楽

しみください。

今回は、人生の後半戦、サード・工イジをどのようにとらえ、

どのように生きていきたいかを考えながら、「だからこそ、長期

投資!J iだからこそ、品格ある個人投資家!Jを再確認した座
談会でした。また、クラブ・インベストライフの活動をもっと

もっと意味あるものにするための話題もあふれでいます。

では、 1時間ほどご一緒に、人生について考えてみましょう。

(ここでは、座談会の一部を抜粋して掲載いたしました)
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{収録時間]
第一部 ・人生後半を輝かせたい/約30分
第二部 .クラブ・インヘストライフの今後/約35分
※CDに不具合がありましたら、ご連絡くださ L、。

[ぜひ、あなたのと感想をお寄せください]

CDをお聞きになった感想をぜひ、お聞かせくださし、。また、併せ

て、人生の後半戦、サード・エイジをどのようにとらえ、どのよう

に生きていきたいか? あなたさまのお考えもお寄せくださし、。

ト0ウェルス・アドバイザーズ(樹クラブ・インベストライフ係 冨田

4 インベストライプ

人生の後半戦、サード・ヱイジの
生き方についてどんなお考えをも
っていますか? また、そのため
に、どんな準備が必要でしょうか?

津上 :気がついたら自分も人生後半なん

だけれど、世の中おもしろいことがいっ

ぱいありすぎて人生後半なんていう意

識、全然ないねえ。(笑)

先日、 10年ぶりにばったり知人に会っ

たら、 ii畢上さん、若返ったねえ」 と驚
かれた。自分は朝から晩まで馬車馬のよ

うに仕事をしていて、ちっとも変わって

いない気がしているし、自分で会社を興

して頑張ってきたことで若さが保たれて

いるのかもしれない。思い切って転機を

持ったことで、違いが出たのかもしれな

いなと気づき、独りニンマ リしたよ。

社員にいつも言ってるんだけど、感嘆

符が飛び交う会社にしたい。自分の幸せ

だけ考えてたら驚きは少ない。だれかの

お役に立たせてもらうという気持ちがあ
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伊藤宏一
(いとう こういち)

/編集主幹/司会

千葉商科大学大学院教綬(ライフプランニング論)、

ソニー株式会社FP相談室顧問。日本ファイナンシャ

ル・プランナーズ協会常務理事(教育担当)、 CFP・

税理士。著書に 『ライフプランニング一理論と事例-J
(セールス手帖社) r金融商品なんでも否科J(平成
17年版髭修金融広報中央委員会) r自分の年金は
自分で作るJ(共著、実業之日本社)等、多数。

ると、 小さなことにも感動を覚えることができるん

だよね。人生も同じだね。

伊藤:伊能忠敬は49歳まで商売をしていたのです

が、家督を長男に譲り江戸に出て、自分より 19歳も

若い天文学者のもとで 5年間、新しい学問に挑戦し

ます。日本全国の地図の作製に着手したのはそれか

らで、歴史に名を残すこと になる功績は、人生の後

半期になされたんですね。

セカンド・エイジは仕事や子育てに費やされる段

階です。でも、それがサード・エイジになると同じ

仕事をするのでも自分のやりたいことをしたり、

人々の求めていることをしたりできるようになる。

サード・エイジにライフワークに取り組むために

も、気力、体力、知力を蓄え、経済的自立をするこ

とが必要です。

岡本:日本の定年退職とリタイアメントはかなり違

うと思うんですね。定年退職は終身雇用の会社を辞

めること、リタイアメントは働くことを止めること

です。実はその聞にかな りの期間があります。定年

後は定年前にやりたくてもできなかったことをする

ためにあるのではなく、未来に向けてやりたいこと

をする時期だという発想が大事だと思います。

定年を境にして人生のプライオリティが変化しま

す。それまでは会社のため、生活や子育てのための

生活だったものが、定年を境に自分自身のための生

活になる。そのためにも若いうちから資産を形成し

ていくことが必要なのです。

村山:いろいろな経済人の例をみても、サード・エイ

ジはひと仕事できる時期になってきていると思います。

また、団塊の世代という大きな塊がいつも時代を

動かしてきましたが、その世代が人生後半期に入る
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村山甲三郎
(むらやま こうざぶろう)

ファンドマネジャー。日本の銀行に勤務の後、外資

系証券会社で外国債券の営業糞任者を務める。その

後米国の運用会社在日代表を経て、平成17年より新

設の独立系投信会社(ありがとう投信側)の社長兼

運用費任者。三主な著書に fファンドオブフ7ンズ入門』
(共著)がある。

ようになり、新しい形で世の中に大きな影響を与え

る力になっていくと思います。

今までの団塊の世代のイメージは、常に集団で動

いている感じがありましたが、これからは、個人個

人がいかに生きたいのか、個性あるサード ・エイジ

の生き方を、我々後輩に示していただけるとありが

たいと思います。

そのためにも、クラブ・インベストライフでいう

ところの自立、経済的基盤が重要だと思います。

速水:私は昨年40歳となり 、それを機会に、先月号

でご紹介したジェーム・アレン氏の H原因」と
「結果」の法則』を読み返しました。

毎日の忙しさのなかでついつい忘れてしまいがち

なのですが、いちばん大切なのは「自分はどんな人

間になりたいか?Jという問いかけだと思います。
常に自分に問い続けることが、きっと自分の将来を

大きく変えていくと思いますし、それこそが、人と

しての成果、また、生活や投資のうえでの成果など

も決めていくのではないかと思います。

平山 :私も速水さんと同じ世代です。今からどう準

備するかということで、 3つのことを考えています。

ひとつは自分の視野を少し広げること、二番目に自

分の視点を少し長くすること、そして、最後に自分

の枠を少し広げること。これを40代、 50代の時から

心がけていると、 60代以降が随分、変わるのではな

いかと思っています。

年をと って体が動かなくなっても、投資すること

で、自分の思いを現実の社会で実現させながら生き

ていくことができます。社会との繋がりこそ生きる

ことと思えば、年をとろうが、長期投資はず、っと永

遠に続いていくものなのだと思います。
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速水禎
(はやみただし)

朝日ライフアセットマネジメン 卜側シニアフヲンド

マネジャー。野村鐙券入社後、野村アセットマネジ

メン卜などを経て、2000年より現職。 主な箸曹に fSRI

社会的責任投資入門J(共著、 日本経済新聞社)など
がある。

今後のクラブ・インベストライフについて
どのようにお考えですか?

岡本 2月に新体制でスタートしたときは不安で一

杯でしたが、会員の方の温かいサポートと編集委

員 ・講師陣の絶大なご支援でなんとかやってこられ

ました。

会報誌は、理念、実践、会員コミュニケーション

の3本柱でやっていきたいと思います。

ご希望が寄せられていた、定例の東京セミナーの

音声をホームページにアップできるようになり、ご

参加いただけなかった方にも 、聞いていただける体

制が整いました。

各地でサロン設立が続いています。できる限りの

サポート をしていきます。

輪が広がる ことで、日本中をカバーする長期投資

の一大ネッ トワークができつつある ように思いま

す。いつか、「個人投資家宣言」のようなものを採択し、

世の中に問うことができればすばらしいですね。

村山:官と民の聞に 「第三の領域」があるといわれ

ますが、クラブ ・インベストライフの活動も、官で

もなく 、民でもない、大きな意味での「公 (パフーリ

ック)Jに属するものではないかと思っています。
このような存在が、成熟社会にあって、社会を豊か

にし、経済にも貢献していくと思っており、こうい

う活動が広がっていくことを願っています。

伊藤: 1ものを言う投資家」には品格のあるものを
言う投資家と品格のないものを言う投資家がいま

す。クラブ ・イ ンベストライフの会員は、いい意味

でのものを言う投資家になるという宣言をする必要

があるのではないでしょうか。

6 インベストライプ

また、仲間が他の県にもいる、インターネット上

でコミュニケーションを取れる仲間がいるというこ

とが長期投資の大きな支えになります。この半年で

それが実現する寸前のところまできた。もう少しがん

ばれば大きく花開くところまできていると感じます。

クラブ ・インベス トライフは、一般の株式雑誌の

ように 100の銘柄がいい」といった、結論を与え

る場ではなく、自分の頭で考え判断する力、自分で

未来への意志と希望を持つという力を養う場である

といえます。「学問」とは問うことを学ぶと言いま

すが、 問い方と自分なりの解決の方法論のヒントを

たくさん散りばめていきたいと思います。

津上:この半年で「これ、いけるぞ !すごいぞリ

というのが見えてきた。見えてきた以上は、一気に

スピードアップする必要がある。これからは予定が

つまっている週末ではなく、平日の仕事が終わった

後に地方に出かけて行って、勤めあがりの人に夜の

勉強会を月に何本かしていきたいと思います。

会員の皆さんには、ぜひアレンジャーになってい

ただきたい。これをこの半年ぐらいのテーマにして

やっていきたいと思っています。

地方の人が自信と誇りを持つための、ほんのちょ

っとした起爆剤になれればいいと思っています。頭で

考えていてもダメ。口だけでもダメ。行動がなければ。

もうひとつ、我々は書庖に並んでいる本のように

不安を競る ようなことはしません。しかし、「なん

か起こるよ。ちょっと準備しておいてね」というヒ

ントを発信したい。だから丁寧に、丁寧に会報誌を

読んで、もらいたい。いろいろな変化の兆しに対する

ヒントカfきっとあるはずだから。

速水:半年たって理想に一歩ずつ近づいているのを
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